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第 4回 「山のトイレを考えるフォーラム」発表要旨

平成 15年 2月 1日 (上):札幌市生涯学習センター

北海道環境生活部環境室自然環境課 荒井修二

1 平成 14年度山の トイレ対策実施状況
別紙 1「北海道における山の トイレ問題に係る取り組み状況」のとおり

トイレのゴミ持ち帰り看板設置について

「ゴミは便槽に捨てず必ず持ち帰るよう」ヒサゴ沼避難小屋に設置。

15年度は、他の道設避難小屋併設の トイレについても設置する予定。

トイレ処理方式について

別紙 2「立地条件を考慮 した山小屋の トイ レ」 ((財)国立公園協会発行
「国立公園

No.592/APR.2001」 抜粋)参照

4 トイレの新設と維持管理の困難性について

(1)ト イレ整備について

・施設の設置場所が非常に厳しい自然環境下にあること。

。電源の確保などについて、自然エネルギーのみでの対応が困難なこと。

・完全貯留式とした場合、汲み取りに多額の費用がかかること。

・利用時間が集中するなど、少数の トイレ整備では問題解決とならな
いこと。

・ トイレ整備そのものの是非について検討する必要があること。

・自然公園法、森林法、文化財保護法などの許認可申請手続が必要な場合がほと
んどで

あること。

(2)ト イレの維持管理について

・清掃等の日常の人的管理が困難なこと。

・ゴミの投棄など利用者のモラルが低下していることを認めざるを得ないこと。

・汲み取 りのためのヘ リコプター費用が多額となり、また、天候にも左右される
こと。

5 大雪山国立公国の登山者数把握について
。現在のところ、入山届により算出するしか方法がない。

・正確な実態がつかめておらず、赤外線センサー等による登山者数の把握が必要。

・大雪山への登山口は多岐に渡っており、全てについて把握することは困難。

・利用者の現状と自然環境の変化について把握することは必要と考えており、環境省等

関係機関とも協議する。
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北海道における山のトイレ問題に係る取り組み状況
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・トムラウシ南沼(1基 )
・ニペツツ岳(1基 )

黒岳石Ξ(仮設2墨 )

黒岳石室(仮設2基 )
要見の池避難小屋(常設1基 )

・黒岳石室(仮設2基 )
・姿見の池避難小屋(常設1基 )
・裏旭(1基 )
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・層雲峡ビジターセンター

・層雲峡ビジターセンター
旭缶 ビジターセンター

旭岳ビジターセンター

層雲峡ビジターセンター

甜 百 租

2箇所

5箇所

7歯所

年 度

12

13

14

十 勝

普及督発用チランの配布 (7501文 )
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・水溶性 トイレットて―ハ
‐
―の普及啓 発

累 谷

・晋及唇発用チランの配布(1,000枚 )

卜携帯トイレ用ウ ト・便座の貸出携帝トイレ用テント・便座の貸出

_L,II 留 萌I

・普及唇冤用テランの配TF(1,900千文)
・携帯トイレ用テント・便座の貸出(15組 )
(旭岳ビシ
・
ター6組,層曇峡ヒ

・シ
・
ター6組.上川支庁3組 )

・普及啓発′ヾネル展示(たB、層とはビンターДぴい兒の池■mttE)
|

携帝トイレ用,シト・便座の貸出
(暑寒荘)
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し尿搬出 (白重岳避難小屋、忠別岳避難小屋 )
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・し尿搬出(上ホロカメットク避難小屋 )
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ソーラー口

6/27～ 9/30
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・沼ノ原登山口(ペダル式)
設置期間 6/可 7～ 9/30
利用者数 1,938人
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道路

電気

脚紙 2

立地条 慮眈 山小屋のトイレ
パキュウムカーなどで
処理場へ搬出可能

な し

あ り

な し

TSS ステム
な し

。電気焼却式
・ FAT法
。SAT法
・電気式コンポスト

・合併浄化槽
・循環式浄化槽
(水は少量でよい )

・パイプライン

(水を用いた自然
流下真空吸引 )
・尿は地下浸透で
大便はヘリで搬出
(注)FAT法 :し尿をろ過し、ばっ気処理した後、その処理水をトレンチを用いて土壊浸透処理する方法。
SAT法 :し尿に微生物製剤を添加し、ばっ気処理した後、その処理水をトレンチを用いて
土壌処理する方法。

TSSシステム :腐敗槽による嫌気処理を施した後土壌処理する方法。
電気式コンポスト:し尿を電気ヒーターで加温し、バイオチップと一緒にモーターで撹拌処理する方法。

立地条件を考慮した山小屋の トイレ

山の トイレに関する各対処方法の特長と問題点

対 処 方 法 特 長 問 題 ′く
(1)入 山規 制・
入 山料 の徴 収

環境負 荷 の軽 減 に は有 効 a蒼託寝頑とガ認気雲である
な どの理解 )

〈特 に生 計 を立 て てい る業 者

(2)し 尿 の持 ち帰
り

全 面的 に実施 され 、完 全 に守 ら

れ れ ばれ ば抜本 的解 決 にな り得

る

合意形 成 が必要 で あ る

トイ レの構 造 を改修 す る必 要 が ある

麓 で の受 け入れ と処理 対策 が必 要 とな る
(3)し 尿 の搬 出
(ヘ リコ プ タ ー ,

パ イ プ ラ イ ン ,

パ キ ュ ウム カ ー

な ど )

理想 的 に で きれ ば抜 本 的解 決 に

な り得 る 気象 条件 な どに よって は技 術 的 に問題 が あ る

麓 で の受 け入れ と処理 対策 が必 要 とな る

し尿 の軽 量化・ 小容 量化 が必 要 で ある

(4)環 境 に優 しい
トイ レの設 置

それ ぞれ の立 地条件 に あ った処

理方 式 を採 用 す る こ とに よって

完 全 な解 決 (自 己完 結型 )ま た
は相 当 の環境負 荷 軽 減 (非 完 結

型 )に な る

方 式 に よっては建 設 コス トが高 くつ く

往盈良ユ企蛍屋 で あ る (ヨ ス止 を含 めて )
使:用 実績 が 少 な い の で 技術 的 問題 が解 決 済 み か 不 明
な点が あ る

(5)そ の他 (ト イ
レ未 設 置 の 山

域 な ど )

す るこ とが唯― の拠 り所 とな る (麓 で 出来 るだ け用
を済 ませ 、や む を得 ず 月 を足 す ときは 、 そ の場 所 や
水 に溶 る紙 の使 用 、 上 に埋 め る な どの最 低 限 のマ ナ
ー を守 る必 要が あ る )
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